
　
徳
島
文
学
協
会
会
員
の
半
崎
輝
さ

ん
が
、
小
説
「
痕
」
で
第
二
十
二
回

北
区
内
田
康
夫
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
賞

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
賞
は
東
京
都
北
区
の
知
名
度
を

高
め
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
を
強
め
る
た

め
、
平
成
八
年
よ
り
北
区
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
（
大
使
）
と
し
て
活
動
さ
れ
た

作
家
の
故
内
田
康
夫
氏
の
協
力
の
も

と
創
設
さ
れ
、
第
二
十
二
回
は
一
八

二
編
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
作
品
は
北
区
が
作
成
し
た
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト「
扉
」の
ほ
か
、「W

eb

ジ
ェ
イ
・

ノ
ベ
ル
」（
実
業
之
日
本
社
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

https://j-nbooks.jp/novel/origin
al.php?oKey=113

　
第
二
十
二
回
三
田
文
学
新
人
賞
奨
励
賞
受
賞
の

徳
島
文
学
協
会
会
員
、
藤
代
淑
子
さ
ん
の
受
賞
後

第
一
作
目
の
小
説
作
品
「
聖
夜
」
が
『
三
田
文
學
』

No.156

（
二
〇
二
四
年
冬
季
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

https://w
w
w
.m

itabungaku.jp/
backnum

ber156.htm
l

　
私
が
小
説
を
書
き
始
め
た
の
は
五
十
七
歳
か
ら

で
す
。
都
会
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
小
説
作
法
を
勉
強
で
き
る
の
に
と
、
書

き
方
を
学
ぶ
機
会
が
無
い
こ
と
を
理
由
に
手
を
付

け
ず
に
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
あ
る
日
、四
国
大
学
、

佐
々
木
義
登
先
生
が
市
民
向
け
に
小
説
執
筆
講
座

（
平
日
の
午
後
、
週
一
回
、
二
時
間
の
講
義
を
十
回
）

を
開
講
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
も
う
、

言
い
逃
れ
は
で
き
な
い
。
腹
を
く
く
り
半
日
の
休

暇
を
と
り
、
毎
回
欠
か
さ
ず
に
出
席
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
先
ず
、
小
説
の
読
み
方
を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
佐
々
木
先
生
か
ら
、「
小
説
は
誰
で
も

書
け
る
、
執
筆
は
刀
鍛
冶
の
よ
う
な
も
の
で
地
味

な
努
力
の
積
み
重
ね
で
す
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

徳
島
文
学
協
会
入
会
後
は
、
協
会
に
集
う
皆
様
か

ら
、
創
作
に
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
、
創
作
の
厳

し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
回
、
冊
子
掲
載
に
当
た
り
、
出
版
社
の
編
集

の
方
が
付
い
て
下
さ
り
、
作
品
の
矛
盾
点
や
誤
記

を
鋭
く
ご
指
摘
い
た
だ
き
、
何
度
と
な
く
校
正
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　
書
け
ば
書
く
ほ
ど
、
圧
倒
的
に
少
な
い
読
書
量

を
痛
感
し
ま
す
。

　
今
回
、賞
を
頂
き
ま
し
た
が
、そ
れ
に
関
わ
ら
ず
、

私
は
槌
を
振
る
う
こ
と
を
止
め
な
い
と
思
い
ま
す
。
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受賞作掲載誌「扉」

  

近
況
ご
報
告

半
崎 

輝

半崎 輝さん　小説「痕」
第22回 北区内田康夫ミステリー文学賞 審査員特別賞

藤
代
淑
子
さ
ん
小
説
﹁聖
夜
﹂

﹃三
田
文
學
﹄
に
掲
載

　
徳
島
文
学
協
会
会
員
、
う
っ
か
り
さ
ん
の
詩
歌

文
集『
欅
に
な
れ
る
気
が
し
て
い
る
』が
、百
匹
ブ
ッ

ク
ス
よ
り
七
月
二
十
八
日
に
刊
行
さ
れ
る
。

https://inum
achi.m

ain.jp/
hyappiki-books/

う
っか
り
さ
ん
詩
歌
文
集
刊
行

﹃欅
に
な
れ
る
気
が
し
て
い
る
﹄
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  『
徳
島
文
學
』
第
七
号
が
五
月
に
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。

  『
徳
島
文
學
』
は
今
号
か
ら
大
き
な
路

線
変
更
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
方

か
ら
発
刊
す
る
総
合
文
芸
雑
誌
と
う

た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
か
ら
は
徳

島
文
学
協
会
の
同
人
雑
誌
と
い
う
位
置

付
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
人
雑
誌
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今
後

は
『
季
刊
文
科
』
や
『
文
芸
思
潮
』、『
三

田
文
學
』
な
ど
の
中
央
の
文
芸
雑
誌
の

同
人
雑
誌
評
の
俎
上
に
乗
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
た
だ

し
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
准
教
授
の

加
藤
有
佳
織
氏
と
、
徳
島
文
学
協
会
の

佐
々
木
義
登
会
長
の
二
人
が
担
当
し
て

い
る
『
三
田
文
學
』
の
「
新
同
人
雑
誌
評
」

に
お
い
て
は
、『
徳
島
文
學
』
の
評
価
は

加
藤
氏
に
お
任
せ
し
、
佐
々
木
会
長
は

評
価
致
し
ま
せ
ん
）

　
こ
れ
か
ら
は
よ
り
徳
島
文
学
協
会
の

会
員
の
皆
さ
ま
の
作
品
の
発
表
の
場
と

し
て
、
ま
た
徳
島
の
文
芸
文
化
の
振
興

の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
今
号
は
旗
原
理
沙
子
氏
を
筆
頭
に
、

衿
さ
や
か
氏
や
石
澤
遥
氏
と
い
っ
た
、

今
注
目
の
書
き
手
に
小
説
を
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
短
詩
系
で
は
田
丸
ま
ひ
る
氏

や
紀
野
恵
氏
、
涼
野
海
音
氏
、
う
っ
か

り
氏
も
意
欲
的
な
作
品
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
徳
島
文
学
協
会
の
中
核
を
担
う
会
員

た
ち
や
、
若
い
書
き
手
に
よ
る
小
説
に

も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
詩
や
エ
ッ

セ
イ
、
コ
ラ
ム
、
書
評
な
ど
様
々
な
作

品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
独
自
路
線
を
ひ
た
走
る
『
徳

島
文
學
』
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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徳
島
文
學
七
号
　
発
刊
し
ま
し
た

2023年度 
徳島文学協会会計報告

（2023年4月1日～2024年3月31日）

繰越金　　　 1,112,351円
収入総計　　 1,995,881円
支出総計 　－2,048,183円

差引残高        1,060,049円

　
徳
島
文
学
協
会
で
は
、
年
一
回
文
芸
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
地
方

の
文
芸
誌
と
し
て
は
類
を
見
な
い
商
業
雑
誌
に
匹
敵
す
る
ク
オ
リ
テ
ィ

の
雑
誌
を
目
指
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
優
秀
作
品
を
無
料
で
掲
載

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
傑
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
表
記
方
法
に
つ
い
て
は
標

準
的
な
体
裁
が
あ
り
ま
す
。

徳
島
文
学
協
会
が
発
行
す
る

『
徳
島
文
學
』
や
『
と
と
』
で

は
基
本
的
に
、
小
説
や
エ
ッ

セ
イ
、
コ
ラ
ム
等
の
原
稿
は

こ
の
体
裁
に
準
じ
て
校
正
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
稿
の
際
に
は
こ
の
体
裁

に
準
じ
て
、
デ
ー
タ
を
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。

●  

数
字
は
漢
数
字
を
使
用

●  

感
嘆
符
・
疑
問
符
　
！
　
？

　
の
あ
と
は
全
角
ア
キ

●  

リ
ー
ダ
ー
と
ケ
イ
に
つ
い

　
て
は
「
・
・
・
」
や
「
│
」

　
で
は
な
く
二
字
分
「…

…

」

　「
│
│
」
と
す
る
。

◆
応
募
資
格

原
稿
デ
ー
タ
の
作
り
方

【
表
記
方
法
に
つ
い
て
】

◆
応
募
方
法

徳
島
文
学
協
会
会
員
限
定

二
〇
二
五
年
一
月
十
日（
金
）

◆
原
稿
規
定

◆
お
問
い
合
わ
せ

◆
締
め
切
り

■ 

コ
ラ
ム

徳
島
文
学
協
会
事
務
局
／

徳
島
文
學
制
作
実
行
委
員
会

　
電
話 080-6284-0296

　
（
日
曜
祝
日
を
除
く 

九 

時
〜 

十
七 

時
）

二
〇
文
字×

六
六
行
以
内

（
タ
イ
ト
ル
・
著
者
名
を
除
く
）、

テ
ー
マ
不
問

■ 

一
般
文
芸
作
品

小
説
・
評
論
・
随
筆
・
詩
・

短
歌
・
俳
句
な
ど
広
義
の

文
学
作
品
、
お
よ
び
書
評

な
ど
の
未
発
表
作
品

縦
書
き
を
原
則
と
す
る
。
テ
キ
ス
ト

形
式
（.txt

）
か
、M

icrosoft W
ord

（.doc

、.docx

）
の
デ
ー
タ
を
メ
ー

ル
添
付
で
左
記
ア
ド
レ
ス
に
送
付
。

メ
ー
ル
タ
イ
ト
ル
に
「
徳
島
文
學
８

号
応
募
作
品
」
と
記
載

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

https://w
w
w
.t-bungaku.com

/introd
uction/bungaku08.pdf

全
作
品
メ
ー
ル
に
て
受
付

society@
t-bungaku.com

『
徳
島
文
學 V
olum

e 8 

』

二
〇
二
五
年
春
、
発
行
。

徳
島
文
学
協
会
発
行
の
文
芸
誌
『
徳
島
文

學 Volum
e 8 

』の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

﹁と
と
﹂
：
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
知

　
　
　    

恵
の
神
﹁ト
ー
ト
﹂
に
由

　
　
　    

来
す
る
︒

徳島文學 7号6月8日付徳島新聞朝刊に掲載されました



　

ま
た
最
近
は
、「
師
事
」や「
師

系
」
と
い
う
言
葉
が
安
易
に
使

わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
だ
が
、

師
系
以
上
に
「
俳
句
は
自
得
の

文
学
」
と
心
得
、
作
者
が
ど
れ

ほ
ど
努
力
し
た
か
に
よ
っ
て
、

俳
句
が
作
者
の
も
の
に
な
る
か

ど
う
か
、
決
ま
る
と
私
は
考
え

る
（
松
尾
芭
蕉
、
正
岡
子
規
、

飯
田
龍
太
み
な
「
俳
句
は
自
得

の
文
学
」
と
言
っ
て
い
る
）。

し
た
が
っ
て
、
仲
間
内
だ
け
の

句
会
に
安
住
す
る
の
み
で
、
何

ら
自
助
努
力
な
し
に
、
や
た
ら

入
選
や
入
賞
を
望
む
の
は
間
違

い
で
あ
る
。

　

写
生
や
季
語
の
こ
と
を
本
格

的
に
学
び
た
け
れ
ば
、
ベ
テ
ラ

ン
俳
人
の
句
集
か
ら
共
感
句
を

継
続
的
に
筆
写
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
二
週

間
ほ
ど
で
一
冊
の
句
集
か
ら
三

十
句
を
書
き
取
る
こ
と
は
難
し

く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
作
者
自
身
の
地

道
な
努
力
が
、
俳
人
と
し
て
の

「
骨
格
」（
基
礎
）
を
作
り
上
げ

る
の
で
あ
る
。
真
の
俳
人
を
目

指
す
な
ら
、
句
会
で
の
「
受
動

的
な
学
習
」
で
事
足
れ
り
と
い

う
「
お
稽
古
事
」
の
姿
勢
か
ら
、

早
く
脱
却
す
べ
き
で
あ
る
。

　
「
〜
先
生
に
選
句
を
受
け
て

い
る
」、「
句
会
で
指
導
を
受
け

て
い
る
」
と
話
す
方
は
多
い
。

だ
が
、
た
だ
一
方
的
に
指
導
を

受
け
て
い
る
だ
け
で
は
、
や
は

り
表
現
の
向
上
は
望
め
な
い
。

句
会
以
外
で
何
ら
自
ら
勉
強
を

し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
二
週
間
に
一
回
、
対
面

式
の
超
結
社
句
会
を
開
催
し
て

い
る
。
そ
の
句
会
で
「
最
近
ど

ん
な
句
集
を
読
み
ま
し
た
か
。

今
月
の
総
合
誌
で
共
感
し
た
句

を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
質
問

し
て
も
、
誰
も
答
え
な
い
。
つ

ま
る
と
こ
ろ
、
所
属
誌
し
か
読

ん
で
な
い
、
句
会
以
外
で
自
ら

勉
強
で
き
て
い
な
い
の
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
は
、

い
つ
ま
で
経
っ
て
も
俳
句
は
上

達
し
な
い
。
他
者
の
句
に
感
動

す
る
こ
と
な
く
、
良
い
句
が
作

れ
る
訳
が
な
い
。
大
切
な
こ
と

は
、
所
属
結
社
が
異
な
る
俳
人

の
句
集
も
し
っ
か
り
読
み
、
自

ら
の
句
作
の
養
分
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。

【
エ
ッ
セ
イ
】　

お
稽
古
事
か
ら
の
脱
却 
―

真
の
俳
人
へ
の
道

涼
野 

海
音
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今
、
人
類
は
遺
伝
子
治
療
と
い
う

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
到
達
し
た
。
遺

伝
子
治
療
と
は
そ
の
名
の
通
り
、
遺

伝
子
レ
ベ
ル
で
の
治
療
を
指
す
も
の

で
、
遺
伝
子
と
は
人
間
の
体
を
作
る

細
胞
の
設
計
情
報
が
記
録
さ
れ
た
領

域
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
当
代
随

一
と
の
呼
び
名
も
高
い
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ

ザ
ッ
ク
ソ
ン
の
作
品
で
、
今
回
の
舞

台
は
遺
伝
子
、
そ
し
て
主
役
は
科
学

者
の
世
界
で
は
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
と

も
な
り
得
る
女
性
で
あ
り
な
が
ら

も
、
数
多
の
紆
余
曲
折
や
多
大
な
困

難
を
乗
り
越
え
、Ｄ
Ｎ
Ａ（
ヒ
ト
ゲ
ノ

ム
）
す
な
わ
ち
遺
伝
子
を
書
き
換
え

る
技
術
を
開
発
し
た
こ
と
で
、
２
０

２
０
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

し
た
女
性
科
学
者
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・

ダ
ウ
ド
ナ
で
あ
る
。
本
書
が
大
い
に

注
目
を
集
め
た
理
由
の
一
つ
は
、
メ

イ
ン
テ
ー
マ
「
ク
リ
ス
パ
ー
」
の
革

新
性
に
あ
る
。
ク
リ
ス
パ
ー
シ
ス
テ

ム
と
は
細
菌
が
ウ
ィ
ル
ス
と
戦
う
た

め
に
進
化
さ
せ
た
免
疫
シ
ス
テ
ム

だ
。
細
菌
は
自
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
ク
リ

ス
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
反
復
配
列
領
域

を
作
り
、
そ
の
領
域
は
侵
入
し
て
き

た
ウ
ィ
ル
ス
の
遺
伝
子
コ
ー
ド
を
記

憶
し
破
壊
す
る
。
こ
の
細
菌
が
進
化

さ
せ
た
巧
妙
な
免
疫
シ
ス
テ
ム
・
ク

リ
ス
パ
ー
シ
ス
テ
ム
が
簡
便
で
精
度

の
高
い
ゲ
ノ
ム
編
集
ツ
ー
ル
と
な

り
、
編
集
さ
れ
た
ゲ
ノ
ム
は
将
来
の

子
孫
に
継
承
さ
れ
、
や
が
て
人
類
と

い
う
種
を
変
え
る
可
能
性
さ
え
出
て

き
た
。
現
在
、
ク
リ
ス
パ
ー
・
キ
ャ

ス
９
（
も
し
か
し
た
ら
現
在
は
さ
ら

に
進
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
）
を
利
用
し
た
様
々
な
治

療
・
検
出
ツ
ー
ル
が
研
究
・
開
発
さ

れ
つ
つ
あ
る
。鎌
状
赤
血
球
貧
血
症
、

遺
伝
性
血
管
性
浮
腫
、
急
性
骨
髄
性

白
血
病
、
脱
毛
症
な
ど
、
対
象
と
な

る
疾
患
の
リ
ス
ト
は
増
え
つ
つ
あ

り
、
皆
さ
ん
も
聞
き
覚
え
の
あ
る
病

名
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
最
近
世

界
を
混
乱
に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
も
こ
の
ク
リ

ス
パ
ー
・
キ
ャ
ス
９
と
密
接
に
関
連

す
る
も
の
だ
。
本
書
は
こ
れ
ら
の
学

術
的
内
容
だ
け
で
も
十
分
面
白
く
密

度
が
濃
い
の
だ
が
、
ク
リ
ス
パ
ー
の

発
見
に
は
ダ
ウ
ド
ナ
以
外
に
も
様
々

な
科
学
者
た
ち
が
関
わ
っ
て
お
り
、

ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン
は
彼
ら
に
も
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
そ
の
貢
献

を
讃
え
て
い
る
。
そ
ん
な
科
学
者
た

ち
の
世
界
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
と

人
と
の
化
学
反
応
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
か
つ
詳
細
に
描
き
出
し
た
文
章

は
、
も
は
や
純
文
学
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
科

学
の
世
界
は
私
た
ち
一
般
人
に
は
な

ん
と
も
敷
居
が
高
く
近
寄
り
が
た
い

も
の
だ
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
言
葉
も

た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
作
品
を

読
ん
だ
あ
と
、
読
者
は
以
前
よ
り
も

ず
っ
と
科
学
に
関
心
を
持
て
る
よ
う

に
な
る
。
そ
ん
な
き
っ
か
け
と
な
る

一
冊
に
な
る
と
思
う
。

「コード・ブレーカー」　
ウォルター・アイザックソン著
西村美佐子・野中香方子訳
文藝春秋

一
人
一
冊
お
気
に
入
り
の
小
説
や
漫
画
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
、
作
品
の
魅
力
を
プ
レ

ゼ
ン
す
る「
私
の
イ
チ
オ
シ
本
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
三
月
十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
後
の
投
票
で
、
菊
地
将
史
さ
ん
の
紹
介
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ
ザ
ッ
ク

ソ
ン
著
「
コ
ー
ド・ブ
レ
ー
カ
ー
」
が
最
も
読
ん
で
み
た
い
本
一
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

菊
地
さ
ん
に
よ
る
同
書
の
書
評
を
掲
載
し
ま
す
。

文
学
イ
ベ
ン
ト
﹁私
の
イ
チ
オ
シ
本
﹂
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

コ
ー
ド
・
ブ
レ
ー
カ
ー菊

地 

将
史
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掲
載
作
品
募
集

会
員
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
原
稿
は
ワ
ー
ド
形
式
で
事
務
局
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。（
送
信
時
に
は
件
名
に

『
と
と
掲
載
用
』
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
）

◆
エ
ッ
セ
イ
等
　
八
百
字
以
内

◆
詩
　
　
　
　
　
四
百
字
以
内

◆
短
歌
　
　
　
　
三
首
以
内

◆
俳
句
　
　
　
　
三
句
以
内

  「
と
と
」
は
年
二
回
発
行
で
す
が
、
一
回

に
つ
き
掲
載
で
き
る
の
は
四
作
品
程
度

で
す
。
先
着
順
で
掲
載
で
き
な
い
場
合

は
次
号
に
回
し
ま
す
。

　
原
稿
は
ワ
ー
ド
形
式
で
事
務
局
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、

評
論
、
児
童
文
学
、
詩
、
俳
句
、
短
歌

な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

最
新
掲
載
作
品

現
代
詩
　「
幸
せ
」　
中
本
祐
子

作
品
、
募
集
要
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

https://w
w
w
.t-bungaku.com

/
plaza.htm

l

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
「
と
と
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
作
品
広
場
」

【
詩
】

青
嵐

中
本 

祐
子

せ
い
ら
ん

わ
ず
か
に
窓
を
開
け
た
と
た
ん

カ
ー
テ
ン
が
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
に
舞
い
上
が
り

唇
を
す
ぼ
め
た
風
が
音
を
立
て
て 

教
室
の
プ
リ
ン
ト
を
吹
き
散
ら
す

青
葉
は
大
胆
に
風
に
身
を
任
せ
て
い
る

風
を
起
こ
さ
せ
て
い
る
の
は

実
は
私
だ
と
で
も
い
う
よ
う
に

春
に
落
ち
そ
こ
ね
た
ゆ
ず
り
葉
が 

五
月
の
息
吹
に
振
り
払
わ
れ
て

青
嵐
の
洗
礼
を
受
け
た
若
葉
が
夏
を
迎
え
る

【
詩
】

Blue

青
野 

佑
季

本
を
読
ん
で
い
る
と　
声
を
発
す
る
こ
と
が
な
い
が

乾
い
た
唇
か
ら
出
て
ゆ
か
な
い
思
い
た
ち
は

や
が
て
青
く
深
い
背
骨
と
な
っ
て　

わ
た
し
を
た
だ
し
く
直
し
て
く
れ
る

そ
し
て　

わ
た
し
の
声
な
き
声
で
読
む
物
語
が

こ
の
臍
の
緒
を
通
り　

き
み
の
背
骨
の
一
部
に

な
り
ま
す
よ
う
に
と　

祈
り
な
が
ら

今
日
も
静
か
に　

頁
を
捲
っ
て
い
る

　

私
は
「
い
や
い
や
、
そ
ん
な
、
そ
ん
な
美

し
い
の
に
、
爪
〜
？
！
」
み
た
い
な
よ
く
分

か
ら
な
い
反
応
を
し
、
ろ
く
に
お
礼
も
言
え

な
か
っ
た
気
が
す
る
。

　

正
直
、
私
は
お
世
辞
に
も
美
人
と
は
言
え

な
い
顔
立
ち
だ
と
思
う
。
女
友
達
は
可
愛
い

と
言
っ
て
く
れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
か
な
り

化
粧
を
頑
張
っ
て
い
る
時
の
顔
。
骨
格
は
縄

文
人
っ
ぽ
い
け
れ
ど
顔
の
パ
ー
ツ
は
弥
生

人
っ
ぽ
い
。
縄
文
人
と
弥
生
人
を
貶
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
校
生
や
大
学
生
の

時
は
な
ん
で
こ
ん
な
顔
な
ん
だ
ろ
う
な
と

思
っ
て
い
た
。

　

で
も
、
今
の
今
ま
で
な
ん
だ
か
ん
だ
顔
に

メ
ス
を
入
れ
た
り
レ
ー
ザ
ー
を
浴
び
た
り
し

て
い
な
い
の
は
、
爪
が
可
愛
い
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。

　

好
き
な
男
の
子
に
顔
が
不
細
工
だ
と
言
わ

れ
た
時
も
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
の
新
歓
コ
ン

パ
で
男
性
陣
に
「
誰
か
可
愛
い
子
居
な
い

の
？
」
と
言
わ
れ
た
時
も
、
そ
れ
な
り
に
傷

付
い
て
い
た
け
れ
ど
、
ヘ
ラ
ヘ
ラ
し
て
そ
の

場
を
流
し
な
が
ら
「
で
も
私
は
、
爪
が
可
愛

い
も
ん
ね
」
と
思
っ
て
い
た
。

　

他
の
部
分
に
自
信
が
持
て
な
く
て
も
、
爪

を
見
れ
ば
可
愛
い
じ
ゃ
ん
と
思
え
る
。

　

こ
れ
は
彼
女
が
く
れ
た
魔
法
だ
と
思
う
。

　

自
分
の
爪
が
好
き
だ
。
縦
長
で
こ
ぢ
ん
ま

り
と
し
て
い
て
、
桜
貝
み
た
い
な
色
を
し
て

い
る
。

　

爪
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
小

学
校
四
年
生
の
時
、
学
年
一
の
美
人
と
評
判

の
女
の
子
に
褒
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

　

瞳
は
黄
味
が
か
っ
た
明
る
い
茶
色
な
の

に
、
つ
や
つ
や
サ
ラ
サ
ラ
の
髪
が
黒
か
っ
た

の
は
何
故
な
ん
だ
ろ
う
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

る
。

　

ま
さ
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ド
ー
ル
と
い
う
感

じ
だ
っ
た
。
ご
両
親
は
日
本
人
だ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
が
、
改
め
て
考
え
て
も
や
っ
ぱ

り
顔
の
パ
ー
ツ
配
置
や
骨
格
が
日
本
人
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
遠
縁
に
海
外
の
血
が
入
っ

て
い
た
の
か
な
と
思
う
。

　

私
は
幼
稚
園
の
頃
か
ら
彼
女
を
知
っ
て
い

た
が
、
特
別
親
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
二
人
き
り
で
話
し
た
こ
と
は
数
え

る
ほ
ど
し
か
な
い
と
思
う
。

　

ど
う
い
う
流
れ
で
話
し
た
の
か
さ
っ
ぱ
り

覚
え
て
い
な
い
が
、
あ
る
時
彼
女
が
パ
ッ
と

私
の
手
を
取
り
、「
爪
、
め
っ
ち
ゃ
可
愛
い
！

羨
ま
し
い
。
見
て
よ
私
の
爪
、
横
が
長
い
し
、

四
角
い
し
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
。

【
エ
ッ
セ
イ
】　

爪
の
魔
法

花
里 

み
つ
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■開催日　　①10月12日（土）  　②12月28日（土）
　　　　　　全回21時～22時
■開催方法　『Zoom』による開催
■参加費　　作品提出：会員3,000円／学生会員1,000円
　　　　　　参加のみ：会員1,500円／学生会員500円
　　　　　　　　　　   非会員2,500円 ※
■提出作品　原稿用紙50～200枚
■講　師　　作家・四国大学教授  佐々木義登
■定　員　　10人程度
■締　切　　開催日の10日前まで（先着順）

　全国公募の文学賞で最終選考程度の実力のある方やプ
ロの作家を目指している方。また、作品を提出した上で
講師からの指名があった方を中心に、本格的なスパーリ
ングを行います。参加のみはどなたでも可能です。
＊未完成作品の提出はご遠慮ください。

小説エキスパート講座

■開催日　　①9月14日（土）　②2025年1月11日（土）
　　　　　　全回19時～20時
■開催方法　『Zoom』＋会場 同時開催（ハイブリッド開催）
■場　所　　徳島県立文学書道館
■参加費　　作品提出：会員3,000円／学生会員1,000円
　　　　　　　　　　   非会員 30枚程度7,000円
　　　　　　　　　　　　　　 50枚程度10,000円 ※
　　　　　　参加のみ：会員1,500円／学生会員500円
　　　　　　　　　　   非会員2,500円 ※
■提出作品　原稿用紙50枚位まで
■講　師　　作家・四国大学教授  佐々木義登
■定　員　　15人程度
■締　切　　開催日の10日前まで（先着順）

　初心者から、短編小説の書き方を極めたい方まで、ど
なたでもご参加いただけます。参加者の作品を俎上に載
せて合評したり、プロの作品を取り上げ講師が講義を行っ
たりします。
＊未完成作品の提出はご遠慮ください。

作品の提出方法
Microsoft Word ソフトで書かれた小説（400 字詰め原稿用紙換算 50
枚程度まで）を事務局宛てにメール添付でお送りください。

作品の提出方法
Microsoft Word ソフトで書かれた小説（400 字詰め原稿用紙換算 50
枚から 200 枚程度）を事務局宛てにメール添付でお送りください。

作品の提出方法
お申し込み時に、短歌を一首、事務局宛にメールでお送りください。

短編小説講座

一部の講座に関して、非会員の皆様のご参加が可能になりました。
会場と Zoom開催の両方で受付しているものもございます。
お申込みの際に、どちらでご参加するかお申し出ください。

徳島文学協会ホームページ
イベント情報

〒771-3201 徳島県名西郡神山町阿野字方子 103
TEL : 080-6284-0296　society@t-bungaku.com　

https://www.t-bungaku.com/

ご入会や講座のお申込み・お問合せは
徳島文学協会事務局まで

■開催日　　11月23日（土・祝）　14時～15時30分
■場　所　　徳島県立文学書道館
■参加費　　会員・非会員※　500円
■講　師　　歌人 田丸まひる
■定　員　　15人程度
■締　切　　開催日の10日前まで（先着順）

　講座の前半は短歌についての講義、後半に各自の短歌
を読みあう歌会（短歌は事前提出）を開催します。
　講師は歌人の田丸まひるさん。田丸さんは徳島新聞ヤ
ングカルチャーの短歌「三十一文字の小劇場」の選者も
されています。学生さんもベテランの方も、たくさんの
方のご参加をお待ちしています。

みんなで歌会

■講座参加会費と作品提出料は、後日とりまとめた上、請求書と払込取扱
　票を年 2回お送りいたします。
■Zoomでの参加方法がわからない方に、無料でサポートしています。
　お気軽にお問い合わせください。

【文学賞等に受賞された方はお知らせください】
会員の皆様のご活躍を、「とと」や徳島文学協会のホームページでご紹介します。
小説、俳句、短歌などの文学賞を受賞された方は、事務局までメールでご連絡ください。賞の目安は授賞式に出席する程度です。
ホームページには小説のみ、「とと」には全てのジャンルの受賞実績を掲載予定です。
（紙面の都合上、全てを掲載できない可能性があることをご了承ください）

【メールでお知らせを配信いたします】
毎月１回程度、今後のイベント案内や講座のレポート、出版物の案内など、文学協会にまつわるお知らせをメールで案内いたします。
まだメールアドレスをご登録いただいていない方は、ぜひ事務局までお知らせください。

※非会員の方のご参加について
ご参加希望の方は事務局までメールでお申込みください。
【ご参加の条件】
①Zoomの基本的な操作ができる（Zoom参加の場合）
②事前に参加費を支払う（振込手数料はご負担ください）
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